
中

間

弘

和

・

日

本

生

産

性

本

部

主

席

経

営

コ

ン

サ

ル

タ

ン

ト

の

話

　

新

制

度

導

入

に

あ

た

っ

て

は

、

同

社

の

財

務

状

況

を

踏

ま

え

た

労

働

分

配

率

の

シ

ミ

ュ

レ

ー

シ

ョ

ン

を

行

い

、

適

正

人

件

費

と

配

分

に

つ

い

て

分

析

し

た

。

　

こ

れ

ま

で

同

社

は

、

要

員

管

理

、

昇

格

管

理

、

人

件

費

管

理

を

厳

格

に

行

っ

て

き

た

こ

と

も

あ

っ

て

、

労

働

生

産

性

、

労

働

分

配

率

と

も

非

常

に

優

れ

た

状

態

で

あ

っ

た

が

、

新

制

度

の

検

討

時

期

は

コ

ロ

ナ

禍

で

、

海

外

の

売

り

上

げ

が

急

減

し

た

厳

し

い

経

営

環

境

下

に

あ

っ

た

。

　

経

営

判

断

が

難

し

い

中

で

中

尾

潔

貴

社

長

は

大

幅

な

賃

金

水

準

の

引

き

上

げ

を

断

行

し

た

。

同

時

に

、

力

が

あ

る

社

員

の

昇

格

移

行

を

促

進

し

た

。

一

般

に

、

人

事

制

度

を

新

た

に

導

入

す

る

場

合

は

、

賃

金

が

上

が

る

集

団

が

出

る

一

方

で

賃

金

が

下

が

る

集

団

が

出

る

の

が

普

通

だ

が

、

賃

金

が

下

が

る

集

団

が

出

る

こ

と

を

社

長

は

嫌

っ

た

。

せ

っ

か

く

新

制

度

を

導

入

す

る

な

ら

、

み

ん

な

の

モ

チ

ベ

ー

シ

ョ

ン

が

上

が

る

よ

う

に

し

た

い

と

い

う

意

向

だ

っ

た

。

人

件

費

負

担

が

多

少

重

く

な

る

こ

と

よ

り

も

、

頑

張

っ

て

い

る

社

員

の

モ

チ

ベ

ー

シ

ョ

ン

向

上

や

、

人

の

採

用

・

確

保

に

力

を

入

れ

る

こ

と

を

重

視

し

た

。

　

そ

う

し

た

新

制

度

の

ね

ら

い

や

経

営

判

断

が

十

分

に

は

社

内

に

浸

透

し

て

お

ら

ず

、

今

後

は

社

内

外

へ

の

メ

ッ

セ

ー

ジ

の

発

信

を

強

化

し

て

い

く

と

い

う

。

　

一

般

に

、

日

本

企

業

の

人

事

制

度

を

考

え

た

場

合

、

今

後

は

「

一

生

プ

レ

ー

ヤ

ー

」

と

い

う

考

え

方

を

持

つ

必

要

が

あ

る

と

思

っ

て

い

る

。

多

く

の

企

業

の

人

事

制

度

の

設

計

は

、

ゴ

ー

ル

と

し

て

管

理

職

を

想

定

し

て

お

り

、

管

理

職

に

な

ら

な

い

と

給

料

が

上

が

ら

な

い

と

い

う

構

造

に

な

っ

て

い

る

が

、

管

理

職

が

ゴ

ー

ル

で

な

い

人

の

方

が

実

際

に

は

は

る

か

に

多

い

。

「

一

生

プ

レ

ー

ヤ

ー

」

の

仕

組

み

は

今

後

ま

す

ま

す

必

要

と

さ

れ

る

。

た

だ

、

そ

の

際

に

名

ば

か

り

の

専

門

職

制

度

を

導

入

す

る

こ

と

は

お

勧

め

で

き

な

い

。

　

昨

今

、

職

能

給

か

ら

職

務

給

（

ジ

ョ

ブ

型

）

へ

の

移

行

が

提

唱

さ

れ

て

い

る

が

、

職

務

給

を

全

面

的

に

導

入

す

る

の

は

問

題

が

あ

り

、

か

と

い

っ

て

全

面

的

な

否

定

も

問

題

で

、

両

者

の

良

さ

を

自

社

に

合

っ

た

形

で

ど

う

ア

レ

ン

ジ

し

て

い

く

か

が

重

要

だ

。

　

職

能

給

は

年

功

的

な

運

用

に

な

り

が

ち

だ

が

、

あ

ま

り

厳

格

に

や

り

す

ぎ

る

と

モ

チ

ベ

ー

シ

ョ

ン

が

阻

害

さ

れ

る

層

が

出

て

く

る

の

で

、

モ

チ

ベ

ー

シ

ョ

ン

ダ

ウ

ン

を

防

止

す

る

に

は

一

定

程

度

の

年

功

的

な

昇

格

も

止

む

を

得

な

い

。

そ

の

際

、

賃

金

の

一

部

に

職

務

給

や

ジ

ョ

ブ

型

の

要

素

を

織

り

込

ん

で

お

け

ば

、

従

来

の

よ

う

な

高

止

ま

り

は

抑

制

で

き

る

。

職

能

給

に

せ

よ

、

職

務

給

に

せ

よ

、

仕

事

賃

金

と

能

力

・

年

功

賃

金

の

バ

ラ

ン

ス

を

取

っ

て

い

く

こ

と

が

今

後

の

方

向

性

で

は

な

い

だ

ろ

う

か

。

山崎岳信・ジーシー人事部部長

の話

　新人事制度の導入によって、

中堅社員のモチベーションの向

上を図ることができた。毎年５

月から６月にかけて社員満足度

調査を実施しているが、給与を

大きく上げた昨年は、満足度は

結構上がった。今年の調査では

給与の満足度は下がってはいな

いが、評価や昇格では満足度が

下がったので、制度の理解を深

めていく必要がある。

　専門職制度については、専門

職の評価基準をどう設定するか

など、課題は山積している。専

門職を設けたからには、専門職

としての成果が出なければ降格

させる必要があると思うが、実

際にはなかなか難しく、そうし

た意識の醸成も今後の課題の一

つだ。

　新型コロナウイルス感染症の

影響で、新制度の概要やスケジ

ュール、給与制度の詳細な仕組

みなどを、人事が各拠点に出向

いて説明することができなくな

ったが、説明すべき内容を項目

ごとに分けて、オンライン配信

を行うことによって、都合のよ

い時間に社員に見てもらうよう

にするといった工夫を行った。

　新制度の概要については、人

事評価や昇進昇格の時期には、

再度、説明するなど、新制度を

浸透させるための継続的な取り

組みを、手法を変えながら、今

後も実施していきたい。

　新制度は完成型とは考えてい

ない。自社の実情に沿った形で

納得性の高い制度にしていきた

い。それにはまだまだ制度をブ

ラッシュアップしていく必要が

ある。

　人事制度の構築にあたって

は、念入りに地固めを行い、告

知をして、余裕を持ってスケジ

ュールを組み、様々な関係者を

巻き込んで、全社的に進めてい

くことが重要だと思う。

～１９歳　 ２０～２４歳　２５～２９歳　 ３０～３４歳　３５～３９歳　４０～４４歳　 ４５～４９歳　 ５０～５４歳　 ５５～５９歳

　

歯

科

医

療

業

界

の

リ

ー

デ

ィ

ン

グ

カ

ン

パ

ニ

ー

で

、

歯

科

材

料

・

歯

科

機

器

の

大

手

メ

ー

カ

ー

で

あ

る

ジ

ー

シ

ー

（

本

社

＝

東

京

・

本

郷

）

は

、

歯

科

材

料

・

歯

科

機

器

と

も

に

自

社

で

開

発

・

製

造

・

販

売

し

て

い

る

。

歯

科

材

料

分

野

で

は

歯

科

用

セ

メ

ン

ト

（

歯

に

詰

め

た

り

、

接

着

材

と

し

て

使

用

す

る

も

の

）

を

中

心

に

国

内

で

ト

ッ

プ

シ

ェ

ア

を

誇

る

。

　

同

社

は

２

０

２

１

年

度

に

新

人

事

制

度

を

導

入

し

た

。

制

度

導

入

の

ね

ら

い

や

背

景

に

つ

い

て

、

山

崎

岳

信

・

ジ

ー

シ

ー

人

事

部

部

長

は

、

「

当

社

は

毎

年

、

社

員

満

足

度

調

査

を

実

施

し

て

い

る

が

、

『

報

酬

の

低

さ

』

『

評

価

の

妥

当

性

』

『

昇

格

昇

進

の

妥

当

性

』

に

関

し

て

、

特

に

�

代

と

開

発

部

門

の

社

員

の

満

足

度

が

低

か

っ

た

。

役

員

ヒ

ア

リ

ン

グ

で

も

『

昇

格

基

準

・

評

価

基

準

の

明

確

化

』

『

賃

金

水

準

引

き

上

げ

の

必

要

性

』

『

人

材

確

保

等

の

た

め

の

専

門

職

の

必

要

性

』

な

ど

の

要

望

が

出

た

。

ま

た

、

旧

制

度

は

１

９

９

９

年

に

導

入

し

て

お

り

、

年

功

序

列

的

な

色

合

い

を

残

し

て

い

た

」

と

語

る

。

　

新

制

度

で

は

、

「

能

力

主

義

の

更

な

る

強

化

～

中

堅

社

員

の

更

な

る

活

性

化

と

マ

ネ

ジ

メ

ン

ト

力

強

化

に

よ

る

労

働

生

産

性

の

向

上

に

向

け

て

」

を

基

本

方

針

と

し

た

。

　

資

格

制

度

で

は

、

一

般

職

層

の

主

任

級

と

管

理

職

層

の

課

長

級

の

資

格

を

そ

れ

ぞ

れ

二

つ

に

細

分

化

し

、

資

格

数

を

増

加

さ

せ

る

こ

と

に

よ

っ

て

、

昇

格

モ

チ

ベ

ー

シ

ョ

ン

の

強

化

を

図

っ

た

。

「

中

堅

層

が

多

く

属

す

る

資

格

の

等

級

を

増

や

し

、

頑

張

っ

て

い

る

社

員

に

報

い

る

よ

う

に

し

た

」

（

山

崎

氏

）

。

ま

た

、

一

定

の

専

門

性

を

持

っ

て

い

る

社

員

を

対

象

と

し

た

専

門

職

制

度

を

新

た

に

導

入

し

た

。

　

給

与

制

度

で

は

、

年

功

要

素

を

圧

縮

し

、

役

職

・

役

割

部

分

の

ウ

エ

ー

ト

を

増

や

し

た

。

一

般

職

層

に

つ

い

て

は

、

基

本

給

の

構

成

要

素

は

、

旧

制

度

は

生

計

給

、

固

定

給

、

業

績

給

、

資

格

給

の

四

つ

だ

っ

た

が

、

新

制

度

で

は

能

力

給

と

役

割

給

の

二

つ

に

減

ら

し

、

シ

ン

プ

ル

化

し

た

。

管

理

職

層

に

つ

い

て

は

、

年

俸

に

占

め

る

役

割

年

俸

の

割

合

を

従

来

の

１

割

か

ら

３

割

に

変

え

た

。

　

「

定

期

昇

給

は

一

部

残

し

て

い

る

が

、

年

功

要

素

は

排

除

し

た

。

旧

制

度

で

は

職

位

に

就

か

な

く

て

も

基

本

給

は

上

昇

し

て

い

た

が

、

新

制

度

で

は

資

格

等

級

別

に

上

限

と

下

限

を

設

け

る

こ

と

で

、

資

格

等

級

に

応

じ

た

給

与

を

支

払

う

形

に

な

っ

た

。

年

功

要

素

の

圧

縮

に

よ

っ

て

、

働

き

に

応

じ

て

メ

リ

ハ

リ

の

あ

る

給

与

制

度

に

変

わ

っ

た

」

（

山

崎

氏

）

。

そ

れ

に

よ

り

、

�

代

の

年

収

カ

ー

ブ

が

是

正

さ

れ

た

。

　

評

価

制

度

で

は

、

評

価

の

仕

組

み

は

大

き

く

は

変

え

て

い

な

い

が

、

旧

制

度

に

比

べ

る

と

早

く

昇

格

で

き

る

よ

う

に

な

っ

た

。

旧

制

度

で

は

過

去

数

年

間

の

評

価

ポ

イ

ン

ト

を

超

え

な

い

と

昇

格

で

き

な

い

仕

組

み

に

な

っ

て

い

た

が

、

新

制

度

で

は

直

近

の

２

年

間

し

か

評

価

ポ

イ

ン

ト

を

見

な

い

の

で

、

最

短

３

年

目

に

昇

格

で

き

る

。

　

と

は

い

え

、

人

事

評

価

は

昇

格

の

必

須

条

件

と

し

な

が

ら

も

、

昇

格

審

議

の

際

に

は

総

合

的

に

判

断

し

て

い

る

。

昇

格

条

件

を

変

え

た

こ

と

で

、

増

え

る

中

途

採

用

社

員

の

昇

格

の

精

度

を

上

げ

る

ね

ら

い

も

あ

る

。

　

新

制

度

で

は

、

優

れ

た

社

員

の

行

動

特

性

を

評

価

の

基

準

と

し

て

設

定

す

る

「

コ

ン

ピ

テ

ン

シ

ー

評

価

」

を

導

入

し

て

い

る

が

、

ま

だ

ま

だ

社

内

に

は

浸

透

し

て

い

な

い

。

「

今

後

、

管

理

職

研

修

を

強

化

し

、

コ

ン

ピ

テ

ン

シ

ー

評

価

に

対

す

る

社

内

の

理

解

を

深

め

、

マ

ネ

ジ

メ

ン

ト

能

力

の

向

上

を

図

っ

て

い

き

た

い

」

（

山

崎

氏

）

と

し

て

い

る

。

　

　

　

　

◇

　

記

事

の

問

い

合

わ

せ

は

日

本

生

産

性

本

部

コ

ン

サ

ル

テ

ィ

ン

グ

部

、

電

話

�

（

３

５

１

１

）

４

０

６

０

ま

で

。


